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Inthepresentpaper.thewriterdealtwith

thefluctuationofsusceptibility ofth占com-

-monhollSefly(MuscadomesticaL.)toDDTpow-

der and attempted tosI10W.COrrelationbe-

tw:enthisfluctuationandsomefactorsorlglna-ヽ

tingintesLinsect.Theロ,theWritertJrged

thattheestablishmentofofficialcontroltest

insecticidelsabsolutely･necessarytoprovide

-thestandardizationoftest_insect.

Compari印nOftheToxicityof.PyrethrinsandAllethrintoPtlPae-oftheCommon

EotlS.eⅡosqtlito (CulexPipiensvar･palZelZSCoQtmLr;TT).一正StudiesintheBiological

Assayof-InE'ecticides･ⅩV:StlmioNAôsAwA,.YuzoIyOUFJ& Sadako SIImATA･

(TakeiーLよboratory,Id占tituteforCrlemi去alResearch.巧yotoUniversityJ.Takatsuki,′
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29･'ァヵィェの矧 こたいする PyrBthrin声とAlle,thrinの毒力の比軌 殺虫剤の生

物試鹸にかんする研究d第15報.長沢純夫 ･井上雄三 ･柴田砂田≠ (京都大学化学研究折軒

一居研究室)26.9.7受理｡
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1949iFLaForge一派によってはじめて合成に成功

した pyrethrins型化合物のひとつであるallcthril1-

-については,現在なおおゝくのひちびとによってあら

-ゆる方田から枚討がくわえられつつあるが,J今回第着

.らがここにしろそうtlするところは,-これを乳剤の形I

偽において使用した場合のアカイェカの輔にたいする

巧力を,天然のpyrethrinsに比映したひとつの実験

結果である｡本文にはいるにさきだち:斑菰なる御助

雷と紺 旨等をたまわった大野稔時士に況甚の謝意を表 ､

し,あわせて御助力を図った研究宝の各位に厚く鳴謝

する次茄である｡_なおこの研究は文部省科学研究頚の .

一部によっ{おこなったものである｡ ー

~ⅠⅠ 実 験 材 料 . ､

(1)供託薬剤｡こ_の実験にもちいた:pyrcthrins∫

lt天然除虫菊中から抽出したものを nitromethane

で相知してえたもので,benzol法により泣虫した結

_凪 t.pyrcthrins(cinerin)-Ⅰ35･'01%,pyreJ.hrins､∫

(cincrin)-1Ⅰ63.30%-の況合物である｡またalleth- ー

rin.･は当研究室におし:て合成した, _d.1-, ds-,

trans-況合物でその純皮は96乃至97%である｡なおこ

-こで allethriri'なる名称は.-＼penick社のallylho-

mologuelofcinerin-Ⅰに対する掩品名であるが,､こ

の allethrinは当研究室で合成した allylhomol0-

㌢ekeO,i.sc3nn:ri75-,I:,忘tP.≡-ao,S鷲 莞 :t霊 : -

_, 七10%とした｡.なおここにもちいたkeroserleは疏酸

処理沸点200_2200の間の潤分のもので,petrol;ユSe

は･Pennsylvania Refining C9mPany の製品で

No二1.Gz:adeA‥に尻するものである｡
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(2)供試昆虫｡本実験にもちいたアカイエカの矧 t,

高槻市内の排水掛 こおいて採集した卵を実験室で好化

せしめ,追尾 9cm,改さ.4cm のS/ヤLt,に約50四づ

つい才比 ,ビー'L･酵母を餌として飼育したもの.{･.罪

験には20時間以内に蜘化し串ものをもちいた｡飼打水
弧は20土2oCであった｡

ⅠⅠⅠ 実･嘩方法 ′

怒径 9cm･一控さ4cmのS'ヤーレIも供託染剤 200cc

をとり,これに供託昆虫10個体をいれ,成虫羽化の初

級により生死の別を記錨する長沢6'.o方法によ?たふ

実験は11範剤について6段階の稀釈溶硬をつくり.1

稀釈溶液について12回の,都合720甲について5,=な

った結果を錨計した｡この寛政は昭和26年6月20日よ

I)26日にいたる期間にお㌧･七おこなったもので.突放

時の水温は 20土1oCであった｡なお如処理対.qEt区と

して水のみについて12回の,合計120四をもちいあわ

せてその生死を観察した｡

lV 実 験 結 果 二

pyrethrinsp;allethrin両乳剤の稀釈碇 (V)と.

致死率 (P) との図時を衣示すると.弧1表のごとく

である｡なお地 理対照区における籍確率は0であっ

た｡

V..考ー l 察 J

節ほ の･C-一幸 ×107す坤 ち pp- の即 をも

?てする魁 正をその対数 C=logCにおきかえて硯軸
にとり,致死率 Pにたいする正卿日当伯遊(normal

equivillentdeviation,N.E-.D.):L･を縦軸にとっ

て,紐 致死率 (cJL･)回府税をえがくと,約1図の



ごとくで.､~その何

桁方程式 I

p-÷(C-冒)

のdすなわち;班

換された抵抗性の

正規分布曲税の瞭
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TA1'lcI.nosnfrCC(日'ln)一m(-rt.llityP(,oQ')tnl'lQfort7-ct'"iicity

ofpyユCthrin.qandallcthrinnp1-liedinoilsolutionstoPllPnCOf

thecommonhousemosquito(CtLIcx♪l〆msvcr..I,aztcnsco,1.lillctt)

hy;IPCtridisllmethodofNagasawa.6)
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Fig･1･-Dosage-mortalitycllrVeSforthetoxicitvofpyrcthrinsandallethrinapp-

liedinoilsolution'stopup早eOfthe占0品monhousemosquito､(CuZex如 ienチuar,
-L'aZZensーCoquillett)byape,tri･dishmethodofNaga･?=uya･6' I､

Table2･Characteristicslofthedosage-mortalityregressionlirlesforlthetoxicityof
pyrethrinsandallethrininoil､emulsionstopupaeofthecommonhousemoLsquito(auZex

め iensva'･♪alZel'SCoquillett)byapetridishmethodofNLlgaPaWa6),andtheresults
ofx2 testかrcomparlngObser､･ationswiththecomputedcllrt･C･l) ､~ )

朱を表示すると第2英のごとくである｡なお妨1区nこ

おける2詫円は,致死率0%および100%にたいして-

予陥向矯晩から和持され7iN.E.D.~の補正肘L･であるぶ

が ､訳験の結果から祝測伯と同相班は抽Lu訳益の柁関

内におtこて一致してll,るみなしえられ,1攻変換の佼

矧 ますてなくてもよいと判断される｡

つぎに何回相似の Jを比校してみるとpyreth;ins

におけるQの方がallcthrinにくらべて大きい｡すな

わち pyrcthrin8 における-'襲洗恐死琴回帰緑の傾斜

は.allcthrinのそれよt)按慢であるとLLlいえられる｡

この市矧土′stoddard皮DovclO) が PeeトGrady
■■

沈および tllrntablc淡によってlJIエバェにたいする

氾妊致死率の田係をもとめたその結瓜と一頭Liまた

Kings)およびその協同研兜抑こよる突放枯耳さともお

なじである｡なおこうした仰向は.節粁 'が中東の唄

窃宝を_もちいてその落下仰伝の週迎なしらべた際の,

時間致落下仰転虫数率の国係においてもえられた｡す

なわち~pyrethrinsは allethrin にくらべて,駐初

の死域個体乃至落下仰宏個体があらわれてから鼓後あ

死滅個体,乃至落下佃宏個体をえるまでより多くの粥～
監乃至時間を必婆とするもので.すなわち致死乃至致

落下仰琵能率のわるい招剤といいえられる｡それなら
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T仙lc3.Al'占olute-toxicitylofpyrethrins.,a'nd allethrintopupaeofthecommon

housemosquito-(Culexpl･p.ien'S:var･♪alZens'cpquillett)LWhichwascomputed･following

forhulationproposedI,yOhsa､vaand甲agasawa･8)
■ ､ヽ

′ Formulation Pyrethrins I Allethrin

Tahlc4.Relativetoxicityof̀al工cthrintopyrethTinswhicliwascomputed

∫('lloIYlngtheformulationproposedbyOIISayaandNagasalVa.8)
pore,10)Moore5)

など)那,誰者等の～

- Formulati｡n ､ I Alletilrin~ 今回ここにしろす

はこうした盤笹ははたして統計学的に忠義のあるちが

いであるかどうかを Bliss2) の方法によって が-test

にかけてみよう○その結果は `が 0-15･-47457>3号?41

('∫〒1)となり, 2恒旧税は抽出誤差の範囲内で平行

であるとはみなせないことがわかる｡それゆえ碍力の

比帆 ま.同情税制ごぉける任意?一点だけでもってす

ることは不充分で,Jを考執 こいれてその毒力を計算

する必封がある.そこで大沢･長沢8･o'方法にしたがっ/ ∫

て,まづ2戟剤の絶対有効度にかんするいくつカ三の琴

虻を計37CLでカ1.かげることにしようこその結果は第 3I
誠のこ'と■くであるoつぎに allethrinの｡pyrethTins

にたいする柑柵 効姥卑計算して表示すると第4表わニー
ごとくである｡これより前述の勉方をもってする乳剤

の)掛こおいて使用した場合のアキイチカの姉にたいす

る･111cthrinの詩力は,50%致死の点L=おいてpyrc-

thrinsや 0･06倍, すなわち 15.7分のtで,99･87-･

.8.'3分の1の碍ノJLかもたないといいえられる｡alle-■
thrinは pyrethrins.にくらべてほとんど同程度の.し

乃至若干溢とった毒力をイエバェにたいし石はもつが,

コ●キブタ.コク亨そツ.1.モドキ･＼その他数種の農業蕃
山 こ吋.､しては2分の1乃至3分の1程度,̀ぁるいは

それ以下の効力しか発揮しないこt-が現在までの大体J■ヽ.
の机 ･iである (たとえば Pi.quett,9,StoddJard良 ･.■■
168 I

alletlirinのpyre-

thrinsにたいす

る相対有効度はか

なりかけはなれて

いる｡カについては Aedes属の成虫につ十･で,境域

拭捺試験法によりえられた Lindquistl)の成抗がある

が,これによればおよそ3分の2程皮の効力であ声こ

とがしろされているムそれゆえ,アカイェカの蛸にた

t､す_8異の相対有効皮をもt.亘るためには,なお若干

乳剤,a)処方を検討する必聯 ;あるであろう,し ぼたよ

岬 槌なる実験なく｡かえして試験成際を榔 け る必一
要があるであろう｡

-Vl摘 要 ･

､テヵィェヵの矧こたいする･,alllethrinと一PyrCthr-

insの効力を上記のごとき使用形態で長沢6'の方法に

ょり実験し検討した結果alletbrinは LD-50におい

て pyrethrinsの/0.06倍,LD-99.871iこおいて0･12

倍の効力しかもたないことを知った｡
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/ Thewliitermadeala-'O.atorytcst･t6cpm-

parethetoxicity ofpyrethrinsandallethrin●

(allylI-0mologueof/cinerin-Ⅰ)appliedin､oil
solutiontopllPaCOfthecommonhousemosquito

.(Culcxi･l'L"lens vcr.L･alZensCoquillctt)bythe･

petridishmethodofNagasawa.6)The､oilso-
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lutionofthesetoxicantswereLmadeunderthe･

followingformulation.:toxicantl･kerosene

14･'5去ndpetrol)aモeNo･】GradeA4･5,/and＼theL

pupaeweresubjectedtotest主within-20hoursL'

afterpupation･-Afterthedosage-mortalitvre-

JationwascStal,li-shedfo主?ac.htox享cant(Table

1)Ithecquntionfor. Chdosai.eLmortali.tyre-
gression'line､V..lSCOmP●llted(Ta'blc2)･Fromli::I
theparamctcrsinヽ,olvcdinthecqlntionlthe'

iba-olute:In°relative,effcctil･CnCSSIwcrccom-
√

putedfolloWirigtheformlllitionpJT'pOSCd I,y

QhsawaandNagasal'va8'(Talilc3and4)･The
resllltsleadtotheconぐlutionthatallcthrinis

cao.or'tiniesastoxiとaspyrethrinsattheLD-

50,andisca0.12timcSaStoxicaspyretllri-

nsattheLD-99.87.

＼

､ -);0.:spearis.osnq三;t:he(cTuot禁 fbywOn:vial,:thpra)',7enasndcoEQtU?.TR?Tr芸,toanpdnPt芸:;i.l･:teAC.ot:nmo.:

these Two ToxicatltS･･SttLdiesontheBiologicalAslsay oflnsecticides･'sumio

~ N̂ oAぎ̂､'̂,YuzoT占otJf:andSadakoSltTn̂T̂ (TakaiLalmratory.Institl)tcforChcTmical

Research.KyotoUniver弓ity･Takatsllki,Ohsah)･Recei､,edScp･7,1931･BolyzL-Ka-

gahlL16;169,1951.(lVithEnglisl一reSume,176).

30二 ァヵィェヵの矧こたいする AIIethrin と Ethythrln の畠賂 比較な らびにこ

れらふたつの連合作用にらいて.殺虫剤の生物試験にかんする由究｡第18払 長沢純

夫 ･井上雄三 ･柴田紗田子 (京都大学化学研究折武居研究室)｡25.0.7受皿

1 緒 ′ 吉

雄者は先鞭 13)にお†､て 'pyrcthrin空肌 合物のひとつ

であるIallylこcinerintallcthrin)を,乳剤の形矧 こ

おいIC使用した場合のアカイ三ヵの矧 こたいする巧力

杏,天然の pyrethrinsに比校実験した結果を報JB'･

した｡本職 こおいではこ? allethrin の飽和された

形である ethy1-cinerin(ethythrin) の琵力を,先

報と同一の方法で alletDrin.のそれに比較し,あわせ

て両者を1:2/0割合に軍用した場合の迎合作用坊式を

放討した結果をのべる｡

本文にはいるにさきだち,終始御恩符なる糾指顎と

御鞭筏をたまわった大面稔持士に控甚の謝意を未する

次筋である｡なおこの研究は文部省科学研究巧の一部

によっておこなったものである｡釦記して謝意を炎し

たい｡ .

ⅠⅠ 実験 材 料

(I)供討取剤｡木宍助にもちいた allcthrin およtf

cthythrinは,ともに当研兜執 こおいて合成Lrl椎2し

たもので,これが合成の過‡封土非上らD)によって別に

しろされている｡ なおこの allethrinおよび clthy-

thrinの cster化にもちいた打食は d,1-Gis-,d,1-

tr.ans-ehrys;Tnthcmummonocarl'oxylic､Acidの況

合物である｡これらの班川に際しては toxicant1,

･kcroscne4･5.および petro-'ase4･5:の匁方にした

がって10%の乳剤とした.前報同様 kerosencは硫敬 IL

勉理,朝点200⊥220oC の問の溜分で,petrobase

は Pennsylvania Refining Company の湖｡t1..で ･

No･1･Grad?A に慌するものである｡なお閃判 色

合の場合は .lllethrjnlと cthithrin'2の刑余に況

合したものを同一の処方によE)'10,00'の乳剤としても

ちいた｡

(2)供試昆虫｡本実験にもちいたアカ̀ィェヵの蛸は

高槻市内の排水静において採集した勧虫を実験室仁も

ちかえって矧 ヒせしめたものである｡ン実験には実験開

始昌朋勺20時間以内に晩化したところの体猫のそろった(

班会な個体をもちい,この20時間以内昼桶化した個路

を採収した後は,全部これを招乗じ,あらたに採集し

たものの実験三において20時間以内に桶化したものだ

けなもちいるよiこころがけた｡最初の供試虫体をと

I)のぞいてから,さらにその径の20時間以内に桶化し

た胴体はかなり小型で抵抗性の執 ･個体群がえられ る
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